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兵庫は30周年に花を 中
古
農
業
機
械
フ
ェ
ア
開
催

添える過去最高売上
兵
庫
・
広
島
・
福
島

毎
年
7
〜
8
月
に
行
わ

れ
る
中
古
農
業
機
械
フ
ェ

ア
。
今
年
も
記
録
的
な
猛

暑
の
中
、
熱
中
症
対
策
を

施
し
な
が
ら
、
兵
庫
・
広

島
・
福
島
の
3
商
組
が
開

催
し
た
。
兵
庫
は
過
去
最

高
売
上
を
記
録
し
、
第
30

回
と
い
う
節
目
に
花
を
添

え
た
（
8
面
に
実
績
表
掲

載
）。

▽
第
30
回
兵
庫
県
中
古
農

業
機
械
モ
デ
ル
フ
ェ
ア

（
7
月
12
・
13
日
開
催
）

30
回
目
と
な
る
今
年
の

会
場
は
、
県
南
西
部
に
あ

る
播
磨
科
学
公
園
都
市
内

の
県
企
業
庁
駐
車
場
。
明

け
方
か
ら
の
大
雨
も
開
始

時
間
に
は
止
み
、
朝
か
ら

多
く
の
来
場
者
が
訪
れ
、

売
上
金
額
は
前
年
比
1
0

3
・
2
％
の
8
8
7
1
万

円
。
節
目
の
開
催
で
過
去

最
高
売
上
を
記
録
し
た
。

成
約
率
は
、金
額
で
は
59
・

4
％
（
出
展
総
額
1
億
4

9
2
5
万
円
）、
台
数
で

は
51
・
7
％
（
出
展
台
数

3
5
8
台
）
だ
っ
た
。

ま
た
、
1
日
目
の
午
後

に
は
近
隣
の
小
学
生
が
水

稲
学
習
の
一
環
と
し
て
来

場
。
ト
ラ
コ
ン
田
の
即
席

勉
強
会
が
開
か
れ
、
子
供

達
は
熱
心
に
説
明
に
耳
を

傾
け
て
い
た
。

来
年
は
県
北
部
の
但
馬

方
面
で
の
開
催
を
予
定
し

て
い
る
。

▽
2
0
2
4
年
度
広
島
県

中
古
農
機
モ
デ
ル
フ
ェ
ア

（
7
月
12
日
開
催
）

会
場
は
例
年
通
り
、
東

広
島
駅
か
ら
20
分
ほ
ど
に

あ
る
Ａ
全
農
ひ
ろ
し
ま
・

広
島
営
農
技
術
セ
ン
タ

ー
。
昨
年
か
ら
1
日
開
催

に
変
更
し
て
お
り
、
今
年

の
売
上
金
額
は
前
年
比
1

2
3
・
9
％
の
3
3
7
8

万
円
。
一
昨
年
の
2
日
間

開
催
時
の
1
日
目
の
実
績

が
2
6
3
0
万
円
で
、
昨

年
の
実
績
（
1
日
開
催
）

が
2
7
2
7
万
円
。
2
年

続
け
て
前
年
比
を
超
え
て

お
り
、
1
日
開
催
へ
の
変

更
が
功
を
奏
し
て
い
る
。

▽
第
22
回
福
島
県
中
古
農

機
フ
ェ
ア
（
8
月
1
・
2

日
開
催
）

毎
年
売
上
1
億
円
を
ク

リ
ア
し
、
全
国
最
大
規
模

を
誇
る
福
島
県
中
古
農
機

フ
ェ
ア
。
今
年
も
郡
山
駅

か
ら
車
で
30
分
ほ
ど
の
国

道
沿
い
に
あ
る
大
型
ス
ー

パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
「
プ
ラ

ン
ト
5
」
駐
車
場
で
行
わ

れ
、
多
く
の
来
場
者
で
賑

わ
っ
た
。
売
上
金
額
は
前

年
比
82
・
1
％
の
1
億
8

2
5
万
円
と
前
年
を
下
回

っ
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の

縮
小
開
催
を
除
き
、
9
年

連
続
で
大
台
を
突
破
し

た
。
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パ
リ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が

閉
幕
し
た
。
イ
タ
リ
ア
に

惜
敗
し
た
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

男
子
準
々
決
勝
を
中
継
し

た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
総
合
の
平
均
世

帯
視
聴
率
が
関
東
地
区
で

23
・
1
％
、
関
西
地
区
で

21
・
7
％
と
20
％
を
超
え

た
の
を
は
じ
め
、
多
く
の

中
継
が
10
％
前
後
の
視
聴

率
を
記
録
し
た
。
ヤ
フ
ー

が
開
催
前
に
実
施
し
た
関

心
度
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、

2
万
7
千
人
以
上
の
投
票

で「
関
心
が
あ
る
」が
39
・

2
％
で
「
関
心
が
な
い
」

が
60
・
0
％
だ
っ
た
が
、

い
ざ
始
ま
れ
ば
関
心
は
高

か
っ
た
。
開
催
中
の
8
月

2
日
に
大
学
生
2
0
0
人

に
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト

で
も
、
7
割
が
「
関
心
が

あ
る
」
と
回
答
し
て
お

り
、
若
者
を
中
心
に
テ
レ

ビ
離
れ
と
言
わ
れ
て
久
し

い
が
、
深
夜
の
中
継
も
あ

る
中
で
、
け
っ
こ
う
な
盛

り
上
が
り
を
見
せ
た
と
言

え
る
だ
ろ
う
。

1
9
6
4
年
に
行
わ
れ

た
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で

「
東
洋
の
魔
女
」
が
宿
敵

ソ
連
を
破
っ
て
金
メ
ダ
ル

に
輝
い
た
女
子
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
決
勝
は
、
ス
ポ
ー
ツ

中
継
と
し
て
は
い
ま
だ
に

歴
代
最
高
視
聴
率
と
な
る

66
・
8
％
を
記
録
し
た

が
、
通
信
衛
星
を
使
っ
て

全
世
界
に
中
継
さ
れ
た
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
は
こ
の
大
会

が
初
め
て
。
日
本
で
は
カ

ラ
ー
テ
レ
ビ
が
普
及
す
る

き
っ
か
け
に
な
っ
た
。
以

降
、
テ
レ
ビ
と
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
は
切
っ
て
も
切
れ
な

い
関
係
と
な
る
。

放
映
権
料
は
Ⅰ
Ｏ
Ｃ

（
国
際
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委

員
会
）
最
大
の
収
入
源
。

特
に
、
米
国
の
テ
レ
ビ
局

と
の
契
約
は
額
が
桁
違
い

だ
。そ
の
た
め
、夏
季
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
は
ど
ん
な
に
暑

く
て
も
ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ

ト
ボ
ー
ル
や
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
な
ど
人
気
ス
ポ
ー

ツ
の
シ
ー
ズ
ン
と
重
な
ら

な
い
7
月
末
か
ら
8
月
に

か
け
て
開
催
さ
れ
る
。
ま

た
、
陸
上
や
競
泳
な
ど
の

決
勝
は
、
米
国
の
ゴ
ー
ル

デ
ン
タ
イ
ム
に
合
わ
せ
て

行
わ
れ
る
。さ
ら
に
は
、テ

レ
ビ
映
え
が
良
く
、
若
者

受
け
す
る
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー

ド
や
ブ
レ
イ
キ
ン
を
新
た

に
種
目
に
加
え
て
き
た
。

開
幕
か
ら
日
本
選
手
の

メ
ダ
ル
ラ
ッ
シ
ュ
が
続

き
、
世
間
的
に
は
盛
り
上

が
っ
た
は
ず
な
の
に
、
個

人
的
に
は
ど
う
に
も
テ
レ

ビ
を
つ
け
る
気
に
な
れ
な

か
っ
た
。
Ｗ
Ｂ
Ｃ
や
大
谷

翔
平
も
そ
う
だ
が
、
朝
か

ら
晩
ま
で
全
チ
ャ
ン
ネ
ル

同
じ
映
像
ば
か
り
。
ワ
イ

ド
シ
ョ
ー
な
ら
い
ざ
知
ら

ず
、
夜
の
報
道
番
組
で
さ

え
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
一
色
。

さ
す
が
に
食
傷
気
味
に
な

る
。
キ
ャ
ス
タ
ー
に
起
用

さ
れ
た
タ
レ
ン
ト
は
伝
え

る
こ
と
よ
り
自
分
が
興
奮

し
て
大
騒
ぎ
。
芸
人
が
内

輪
ネ
タ
で
盛
り
上
が
っ
て

い
る
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
番
組

の
ノ
リ
だ
。
ア
ナ
ウ
ン
サ

ー
も
全
員
と
は
言
わ
な
い

が
、
絶
叫
す
る
か
名
言
を

残
す
こ
と
に
必
死
。

プ
ロ
野
球
中
継
で
も
番

宣
で
タ
レ
ン
ト
が
出
て
き

た
り
、
中
継
の
最
初
に
テ

ー
マ
曲
を
流
し
た
り
・・・

そ
ん
な
時
間
が
あ
る
な
ら

試
合
を
映
し
て
ほ
し
い
。

タ
レ
ン
ト
の
感
想
は
ど
う

で
も
い
い
。
過
剰
な
演
出

も
い
ら
な
い
。
テ
レ
ビ
を

つ
け
る
の
は
試
合
を
観
た

い
か
ら
。
ポ
イ
ン
ト
を
的

確
に
捉
え
た
実
況
と
、
競

技
に
精
通
し
て
い
る
プ
ロ

な
ら
で
は
の
視
点
に
よ
る

わ
か
り
や
す
い
解
説
が
あ

れ
ば
充
分
だ
。

ス
ポ
ー
ツ
中
継
は
も
っ

と
シ
ン
プ
ル
が
良
い
。

今
年
度
の
最
低
賃
金
に

つ
い
て
、
中
央
最
低
賃
金

審
議
会
（
厚
生
労
働
相
の

諮
問
機
関
）
の
小
委
員
会

は
7
月
24
日
、
引
き
上
げ

額
の
目
安
を
全
国
平
均
で

50
円
（
5
・
0
％
）
に
決

定
し
た
。
目
安
通
り
に
改

定
さ
れ
れ
ば
、
最
低
賃
金

の
全
国
平
均
は
現
在
の
1

0
0
4
円
か
ら
1
0
5
4

円
に
な
る
。
ま
た
、
引
き

上
げ
額
は
物
価
高
な
ど
を

背
景
に
昨
年
度
の
43
円
を

上
回
り
、
4
年
連
続
で
過

去
最
大
と
な
る
。

小
委
員
会
は
例
年
、
47

都
道
府
県
を
経
済
情
勢
な

ど
に
応
じ
て
、
上
位
か
ら

Ａ
（
埼
玉
県
、
千
葉
県
、

東
京
都
、
神
奈
川
県
、
愛

知
県
、
大
阪
府
の
6
都
府

県
）、
Ｂ
（
北
海
道
、
宮

城
県
、福
島
県
、茨
城
県
、

栃
木
県
、
群
馬
県
、
新
潟

県
、
富
山
県
、
石
川
県
、

福
井
県
、
山
梨
県
、
長
野

県
、
岐
阜
県
、
静
岡
県
、

三
重
県
、
滋
賀
県
、
京
都

府
、
兵
庫
県
、
奈
良
県
、

和
歌
山
県
、
島
根
県
、
岡

山
県
、広
島
県
、山
口
県
、

徳
島
県
、
香
川
県
、
愛
媛

県
、
福
岡
県
の
28
道
府

県
）、
Ｃ
（
青
森
県
、
岩

手
県
、秋
田
県
、山
形
県
、

鳥
取
県
、
高
知
県
、
佐
賀

県
、
長
崎
県
、
熊
本
県
、

大
分
県
、
宮
崎
県
、
鹿
児

島
県
、
沖
縄
県
の
13
県
）

の
3
グ
ル
ー
プ
に
分
け
目

安
額
を
提
示
し
て
い
る

が
、
今
回
は
い
ず
れ
も
50

円
と
し
た
（
23
年
度
の
引

き
上
げ
幅
は
Ａ
41
円
・
Ｂ

40
円
・
Ｃ
39
円
）。

目
安
通
り
に
引
き
上
げ

ら
れ
れ
ば
、
こ
れ
ま
で
の

8
都
府
県
に
加
え
て
、
北

海
道
、茨
城
県
、栃
木
県
、

静
岡
県
、
岐
阜
県
、
三
重

県
、
滋
賀
県
、
広
島
県
の

8
道
県
で
最
低
賃
金
が
1

0
0
0
円
を
突
破
。
大
阪

府
は
東
京
都
、
神
奈
川
県

に
次
い
で
1
1
0
0
円
台

に
到
達
す
る
。
今
後
は
都

道
府
県
ご
と
に
地
方
審
議

会
で
新
た
な
最
低
賃
金
を

決
定
し
、
10
月
以
降
、
順

次
適
用
さ
れ
る
。

最
低
賃
金
は
昨
年
度
、

過
去
最
大
と
な
る
43
円
引

き
上
げ
ら
れ
、
全
国
平
均

が
初
め
て
1
0
0
0
円
を

突
破
し
た
。
政
府
は
今
年

6
月
に
閣
議
決
定
し
た

「
経
済
財
政
運
営
と
改
革

の
基
本
方
針
」
の
中
で
、

「
2
0
3
0
年
代
半
ば
ま

で
の
よ
り
早
期
に
全
国
平

均
1
5
0
0
円
を
目
指

す
」
と
し
て
い
る
。

◆
価
格
転
嫁
の
現
状
「
で

き
た
企
業
」
と
「
で
き
な

い
企
業
」
で
2
極
化
の
兆

し
◆中

小
企
業
庁
は
毎
年

度
、
上
半
期
と
下
半
期
に

価
格
転
嫁
の
状
況
に
つ
い

て
調
査
を
実
施
し
て
い

る
。
そ
れ
に
よ
る
と
23
年

度
下
半
期
は
、
コ
ス
ト
上

昇
分
を
一
部
で
も
価
格
転

嫁
で
き
た
割
合
は
67
・
2

％
。
昨
年
9
月
調
査
時
の

63
・
0
％
か
ら
4
ポ
イ
ン

ト
以
上
増
加
し
た
。
全
額

転
嫁
で
き
た
割
合
が
19
・

6
％
、
7
〜
9
割
転
嫁
で

き
た
割
合
が
15
・
3
％

で
、
あ
わ
せ
て
約
35
％
が

概
ね
価
格
転
嫁
で
き
て
い

る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
し

か
し
、
1
〜
3
割
し
か
価

格
転
嫁
で
き
な
か
っ
た
割

合
が
23
・
4
％
で
、
9
月

調
査
時
か
ら
約
4
ポ
イ
ン

ト
増
加
。
全
く
価
格
転
嫁

で
き
な
い
割
合
が
18
・
7

％
、
減
額
さ
れ
た
と
の
回

答
も
1
・
2
％
あ
り
、
価

格
転
嫁
が
3
割
以
下
に
抑

え
ら
れ
て
い
る
割
合
が
4

割
を
超
え
た
。

価
格
転
嫁
で
き
た
企
業

は
7
割
に
迫
り
、
価
格
転

嫁
の
裾
野
は
広
が
り
つ
つ

あ
る
。
し
か
し
、
転
嫁
率

に
は
開
き
が
あ
り
、
価
格

転
嫁
を
「
で
き
た
企
業
」

と
「
で
き
な
い
企
業
」
で

2
極
化
の
兆
し
が
み
え
る

結
果
と
な
っ
た
。

テ
レ
ビ
と
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

全
国
平
均
１
０
５
４
円
／
引
き
上
げ

額
50
円
は
４
年
連
続
で
過
去
最
大

２
０
２
４
年
度
最
低
賃
金

農
林
水
産
省
は
7
月
30

日
、
主
食
用
米
の
今
年
6

月
末
時
点
の
民
間
在
庫
量

が
1
5
6
万
ト
ン
と
発
表

し
た
。
前
年
同
時
期
よ
り

41
万
ト
ン（
20
％
）減
り
、

統
計
を
開
始
し
た
1
9
9

9
年
以
降
で
過
去
最
少
と

な
っ
た
。
主
食
用
米
の
国

内
需
要
は
人
口
減
少
な
ど

の
影
響
で
、
近
年
は
年
10

万
ト
ン
ペ
ー
ス
で
減
少
し

て
き
た
が
、
先
月
ま
で
の

1
年
間
の
需
要
は
7
0
2

万
ト
ン
と
前
年
よ
り
11
万

ト
ン
増
え
、
10
年
ぶ
り
に

増
加
に
転
じ
た
。

主
食
用
米
の
こ
れ
ら
の

動
き
は
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

消
費
量
が
増
加
し
た
こ
と

に
加
え
、
パ
ン
や
麺
な
ど

他
の
食
料
品
に
比
べ
る
と

値
上
が
り
が
緩
や
か
だ
っ

た
こ
と
に
よ
る
需
要
増

や
、
23
年
産
米
の
高
温
障

害
に
よ
る
不
作
が
要
因
と

み
ら
れ
る
。

こ
う
し
た
状
況
を
反
映

し
、
集
荷
業
者
と
卸
売
業

者
の
間
で
取
引
さ
れ
た
先

月
の
主
食
用
米
の
価
格

は
、
過
去
10
年
間
で
最
も

高
く
な
っ
た
。
今
夏
も
酷

暑
が
続
け
ば
品
質
の
低
下

に
よ
り
流
通
量
が
減
少

し
、
高
値
に
つ
な
が
る
可

能
性
が
あ
る
。

◆
主
食
用
米
の
作
付
け

「
増
加
」
16
道
県

24
年

産
作
付
け
意
向
調
査
◆

農
林
水
産
省
は
6
月
末

時
点
の
2
0
2
4
年
度

米
・
戦
略
作
物
の
作
付
け

意
向
調
査
の
結
果
を
公
表

し
た
。

主
食
用
米
は
、
前
年
産

実
績
比
で
16
道
県
が
「
増

加
傾
向
」
と
回
答
。
4
月

調
査
か
ら
5
県
増
え
た
。

「
前
年
並
み
」
は
同
7
県

減
り
25
都
府
県
、「
減
少

傾
向
」
は
同
2
県
増
え
13

県
だ
っ
た
。
一
方
、
飼
料

用
米
は
42
道
府
県
が
「
減

少
傾
向
」
と
回
答
、「
前

年
並
み
」と「
減
少
傾
向
」

は
と
も
に
2
県
だ
っ
た
。

24
年
産
主
食
用
米
の
適

正
生
産
量
は
、
前
年
同
様

6
6
9
万
㌧
に
設
定
し
て

い
る
。

米
の
民
間
在
庫
量
１
５
６
万
㌧

過
去
最
少
米
需
要
10
年
ぶ
り
に
増
加

２
０
２
４
年
６
月
に
発
生
し
た

農
作
業
死
傷
事
故
は
４８
件
《
農
水
省
》

・
農
業
機
械
作
業
に
係
る
死
傷
事
故
36
件

6
月
は
14
件
の
死
亡
事

故
を
含
む
48
件
の
死
傷
事

故
が
報
告
さ
れ
た
。
乗
用

型
ト
ラ
ク
タ
の
事
故
は
15

件
と
多
く
、
そ
の
う
ち
死

亡
事
故
は
6
件
。
事
故
原

因
は
、
斜
面
や
圃
場
進
入

路
で
バ
ラ
ン
ス
を
崩
し
た

こ
と
に
よ
る
転
落
、
転
倒

が
ほ
と
ん
ど
だ
っ
た
。

8
月
は
乗
用
型
ト
ラ
ク

タ
に
よ
る
事
故
が
や
や
少

な
く
な
る
時
期
で
は
あ
る

が
、
油
断
せ
ず
「
安
全
キ

ャ
ブ
・
フ
レ
ー
ム
付
き
の

機
種
を
使
用
し
ヘ
ル
メ
ッ

ト
と
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
装

着
す
る
」「
離
席
す
る
際

は
可
動
部
を
停
止
す
る
」

と
い
っ
た
基
本
を
徹
底
し

ま
し
ょ
う
。

▽
9
月
の
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト

9
月
は
例
年
、
コ
ン
バ

イ
ン
に
よ
る
事
故
が
多

い
。
コ
ン
バ
イ
ン
は
運
転

席
か
ら
の
死
角
が
多
く
、

少
し
の
段
差
で
も
傾
き
易

い
と
い
う
特
徴
が
あ
る
。

狭
い
場
所
で
は
降
車
し
て

路
肩
を
確
認
し
、
組
作
業

で
は
補
助
者
を
機
械
に
近

付
け
さ
せ
な
い
、
後
進
は

ホ
ー
ン
を
鳴
ら
し
て
か
ら

行
う
な
ど
、
作
業
前
に
ル

ー
ル
を
確
認
し
ま
し
ょ

う
。ま

た
毎
年
、
チ
ェ
ー
ン

等
に
巻
き
込
ま
れ
て
指
や

腕
を
切
断
す
る
事
故
が
報

告
さ
れ
て
い
る
。
ワ
ラ
等

が
詰
ま
っ
た
ら
エ
ン
ジ
ン

を
停
止
す
る
、
手
こ
ぎ
作

業
で
は
手
袋
を
外
す
な

ど
、
早
さ
よ
り
最
も
安
全

に
作
業
を
行
う
方
法
を
選

択
し
ま
し
ょ
う
。
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◇
生
産
方
式
革
新
事
業
活

動
生
産
方
式
革
新
実
施
計

画
と
は
、
ス
マ
ー
ト
農
業

技
術
の
活
用
と
新
た
な
農

産
物
生
産
方
式
の
導
入
を

あ
る
程
度
の
規
模
で
行

い
、
生
産
性
を
向
上
さ
せ

る
こ
と
を
目
的
と
す
る
事

業
を
認
定
す
る
事
業
。
基

本
方
針
で
は
、
経
営
耕
地

面
積
を
基
本
に
算
出
す
る

ス
マ
ー
ト
農
業
技
術
の
活

用
割
合
を
2
0
3
0
年
度

ま
で
に
50
％
以
上
に
す
る

こ
と
を
目
標
に
設
定
し

た
。
な
お
、
正
確
な
統
計

デ
ー
タ
は
な
い
が
、
現
在

の
ス
マ
ー
ト
農
業
技
術
の

利
用
割
合
は
20
％
程
度
。

認
定
に
当
た
り
、
農
業

経
営
の
規
模
や
形
態
に
関

わ
ら
ず
取
り
組
め
る
よ

う
、
下
限
面
積
は
設
け
な

い
こ
と
と
し
、
要
件
と
し

て
、
①
「
作
付
面
積
の
概

ね
半
分
以
上
で
取
り
組
む

こ
と
」、
②
「
費
用
対
効

果
が
得
ら
れ
る
規
模
で
あ

る
こ
と
」、
③
「
労
働
生

産
性
を
5
％
以
上
向
上
さ

せ
る
こ
と
」
を
求
め
る
。

ま
た
、
実
施
期
間
を
原
則

5
年
以
内
と
定
め
た
。

◇
開
発
供
給
事
業

開
発
供
給
事
業
と
は
、

農
業
に
お
い
て
特
に
必
要

性
が
高
い
と
認
め
ら
れ
る

ス
マ
ー
ト
農
業
技
術
等

（
品
種
開
発
な
ど
ス
マ
ー

ト
農
業
技
術
以
外
の
関
連

技
術
も
含
む
）
の
開
発
お

よ
び
そ
の
ス
マ
ー
ト
農
業

技
術
等
を
活
用
し
た
農
業

機
械
等
ま
た
は
ス
マ
ー
ト

農
業
技
術
活
用
サ
ー
ビ
ス

を
一
体
的
に
行
う
事
業
を

認
定
す
る
事
業
。
農
機
メ

ー
カ
ー
、
サ
ー
ビ
ス
事
業

者
、
大
学
、
公
設
試
験
場

な
ど
が
対
象
と
な
る
。

営
農
類
型
等
ご
と
に
省

力
化
も
し
く
は
高
度
化
の

必
要
性
が
高
く
、
さ
ら
に

ス
マ
ー
ト
農
業
技
術
等
の

実
用
化
が
不
十
分
な
農
作

業
に
つ
い
て
、
2
0
3
0

年
度
ま
で
に
ス
マ
ー
ト
農

業
技
術
等
を
実
用
化
し
、

生
産
性
の
向
上
に
関
す
る

目
標
を
達
成
す
る
技
術
体

系
を
構
築
す
る
こ
と
と
定

め
て
い
る
。

主
な
内
容
と
し
て
は
、

①
「
重
点
開
発
目
標
（
国

が
示
す
開
発
供
給
事
業
の

促
進
の
目
標
）
の
達
成
に

資
す
る
も
の
」で
、
②「
農

作
業
の
慣
行
的
方
法
と
比

べ
て
品
質
ま
た
は
費
用
の

面
で
優
位
性
を
有
す
る
こ

と
」、③「
農
業
者
が
継
続

し
て
適
切
に
使
用
で
き
る

よ
う
必
要
な
措
置
を
実
施

す
る
も
の
」
が
求
め
ら
れ

る
。
実
施
期
間
は
5
年
以

内
（
新
品
種
の
育
成
な
ど

実
施
に
相
当
な
期
間
を
要

す
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合

は
10
年
以
内
）
で
、
労
働

時
間
の
削
減
な
ど
農
業
の

生
産
性
向
上
に
関
す
る
目

標
を
数
値
で
設
定
す
る
、

お
よ
び
販
売
・
供
給
の
数

量
な
ど
普
及
に
関
す
る
目

標
を
数
値
で
設
定
す
る
こ

と
を
要
件
と
し
て
い
る
。

こ
の
他
、
生
産
、
開
発

の
連
携
強
化
に
向
け
、
農

業
者
・
メ
ー
カ
ー
・
関
係

機
関
な
ど
に
よ
る
「
ス
マ

ー
ト
農
業
技
術
活
用
促
進

協
議
会
（
仮
称
）」
を
設

置
す
る
。

今
後
は
、
近
日
中
に
パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実

施
し
、
10
月
1
日
の
施
行

を
目
指
す
。

◆
中
山
間
地
域
等
直
接
支

払
制
度
の
次
期
方
針

ス

マ
農
導
入
に
加
算
措
置
◆

農
林
水
産
省
は
8
月
2

日
、「
中
山
間
地
域
等
直

接
支
払
制
度
」に
つ
い
て
、

2
0
2
5
年
度
以
降
の
次

期
方
針
を
取
り
ま
と
め

た
。
同
制
度
は
2
0
0
0

年
か
ら
実
施
さ
れ
、
農
業

生
産
条
件
の
不
利
な
中
山

間
地
域
の
集
落
な
ど
が
5

年
間
営
農
を
継
続
す
る
協

定
を
結
ん
だ
場
合
に
、
農

地
面
積
に
応
じ
て
交
付
金

を
支
払
う
制
度
で
、
5
年

毎
に
見
直
し
を
行
っ
て
お

り
、
今
年
度
は
第
5
期
対

策
の
最
終
年
に
当
た
る
。

2
日
に
行
わ
れ
た
同
制

度
を
評
価
す
る
第
三
者
委

員
会
で
は
、
次
期
に
向
け

て
、
ス
マ
ー
ト
農
業
の
導

入
に
よ
る
効
率
的
な
農
業

生
産
に
対
し
て
加
算
措
置

を
行
う
等
の
方
針
が
示
さ

れ
た
。

市
町
村
へ
の
ア
ン
ケ
ー

ト
で
は
、
次
期
協
定
活
動

の
廃
止
意
向
に
つ
い
て
、

規
模
が
小
さ
く
な
る
ほ
ど

廃
止
意
向
を
示
し
た
集
落

協
定
の
割
合
が
高
く
、
規

模
が
小
さ
い
協
定
の
広
域

化
の
意
向
は
1
割
程
度
に

と
ど
ま
っ
た
。
一
方
、
集

落
戦
略
の
作
成
に
取
り
組

ん
で
い
る
集
落
協
定
や
、

加
算
措
置
を
実
施
し
広
域

化
や
機
能
強
化
に
取
り
組

ん
で
い
る
集
落
協
定
で

は
、
ほ
と
ん
ど
の
集
落
協

定
が
継
続
の
意
向
を
示
す

と
い
う
結
果
だ
っ
た
こ
と

か
ら
、
同
委
員
会
は
次
期

対
策
と
し
て
、
加
算
措
置

等
に
よ
る
支
援
が
有
効
と

判
断
し
た
。

ス
マ
ー
ト
農
業
活
用
促
進
法
の
基
本
方
針
案
策
定

農
林
水
産
省
は
7
月
31
日
、
食
料
・
農
業
・
農
村
政
策
審
議
会
企
画
部
会
ス
マ
ー
ト
農
業
技
術
活
用
促
進

小
委
員
会
の
第
1
回
会
合
を
開
催
し
、
10
月
1
日
に
施
行
予
定
の
ス
マ
ー
ト
農
業
技
術
活
用
促
進
法
に
関
連

し
て
、
生
産
方
式
革
新
事
業
活
動
や
開
発
供
給
事
業
の
促
進
の
意
義
及
び
目
標
、
そ
の
実
施
に
関
す
る
基
本

的
な
事
項
な
ど
を
定
め
た
国
の
基
本
方
針
案
を
示
し
、
ス
マ
ー
ト
農
業
技
術
の
活
用
割
合
を
2
0
3
0
年
ま

で
に
50
％
以
上
に
向
上
す
る
こ
と
を
目
標
に
設
定
し
た
。

農 水 省
▼
ス
マ
農
技
術
の
活
用
割
合
30
年
ま
で
に
50
％
以
上

▼
生
産
計
画
の
要
件
に
労
働
生
産
性
5
％
向
上

山
形
県
と
秋
田
県
は
、

7
月
25
日
か
ら
発
生
し
た

記
録
的
大
雨
に
よ
る
8
月

6
日
現
在
の
農
林
水
産
関

係
被
害
状
況
を
発
表
し

た
。
山
形
県
は
少
な
く
と

も
80
億
円
、
秋
田
県
は
56

億
2
2
0
4
万
円
に
上

り
、
あ
わ
せ
る
と
1
3
0

億
円
を
超
え
る
規
模
と
な

っ
た
。

水
稲
や
大
豆
、
野
菜
、

園
芸
作
物
な
ど
で
被
害
が

出
て
お
り
、
被
害
面
積
は

山
形
県
で
8
1
2
6
ヘ
ク

タ
ー
ル
、
秋
田
県
で
5
5

0
4
ヘ
ク
タ
ー
ル
。
農
地

や
農
業
用
施
設
の
被
害
は

山
形
県
で
1
2
4
5
カ

所
、
秋
田
県
で
1
5
7
1

カ
所
に
上
っ
た
。

岸
田
総
理
は
8
月
6

日
、
山
形
県
及
び
秋
田
県

の
知
事
か
ら
の
要
請
を
受

け
、
今
回
の
豪
雨
災
害
に

つ
い
て
、
復
旧
事
業
な
ど

で
国
の
補
助
率
が
か
さ
上

げ
さ
れ
る
激
甚
災
害
に
指

定
す
る
見
込
み
で
あ
る
こ

と
を
明
ら
か
に
し
た
。

山
形
・
秋
田
大
雨
被
害

農
林
水
産
１
３
０
億
円
超
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